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家庭教育応援企業にお勤めの皆様には、日頃より本県の家庭教育の推進

への御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

今回の通信では、新しく申し込まれました企業様、応援企業の皆様の取組につい

ての紹介と家庭教育支援者地区別研修会の講演「ネット依存になる前に大人ができ

ること」の内容についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

 

安西土木株式会社 （福島市笹谷） 
安西土木株式会社は、一般土木工事（舗装、外構、造成、解体、宅内

排水設備）、下水道工事を営んでいます。 

福島県次世代育成支援企業、福島市働く女性応援認証企業であり、育

児休業の周知を徹底したり、子育ての支援を行ったりしています。経営

者自身がイクボス宣言を行い、ワークライフバランスを推奨・徹底して 

います。また、会社周辺の美化活動

をとおして親子が触れ合う機会をつ

くっています。 

新たに4社が家庭教育応援企業に！ 

 

 

株式会社晃建設は、設計から建築全般、リフォーム、リニューアル、システム

建築など総合建築業を営んでいます。 

福島県次世代育成支援企業、ふくしま健康経営優良企業であり、従業員が休暇

を取りやすい職場の雰囲気作りに努めています。また、子育て中の従業員が、お 

さんの学校行事に積極的に参加するような 

働きかけを行い、家庭の教育力の向上を目指し 

ています。 

 

＜取組項目＞ 

○ 学校行事への参加促進 

○ その他（本社周辺のゴミ拾い 

などの美化活動を定期的に実施） 

安西土木株式会社さん

のホームページはこち

ら！ 

    

株式会社晃
ひかり

建設（福島市腰浜町） 

＜取組項目＞ 

○ 職場の家庭教育の推進 

○ 学校行事への参加促進 

株式会社晃建設さん

のホームページはこ

ちら！ 
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お申し込みありがとうございました。 

県北地区の家庭教育応援企業は１９５社になりました。企業一覧は県北教育 

事務ホームページにありますので、ご覧ください。（右にある２次元コードから 

も見ることができます。） 

株式会社クサカ印刷所 （福島市東浜町） 

株式会社クサカ印刷所は、印刷物の企画・デザイン制作、Webサイトの企画

データ入力・アンケート調査等の委託業務をする会社です。 

高校、短大生向けに地域の企業の魅力を紹介する就職応援誌を発行し、さまざ

まな企業の事業内容周知のために尽力されています。また、学校の職場見学や体 

験学習を実施したり、高校で業務内容につい 

て話をしたりしています。 

＜取組項目＞ 

○ 職場の家庭教育推進 

○ 学校行事への参加促進 

○ 職場見学・体験の実施 

〇 学校との協働活動 

株式会社クサカ印刷所

さんのホームページは

こちら！ 

 

 

県では、１１月の第３日曜日を「子育ての日」その前後１週間 

を「子育て週間」と定めています。 

子育て週間を機会に、子どもを生み育てることの大切さや地域 

で子育てを支えることの大切さを改めて考え、家族や地域のきず 

なを深めましょう。 

 

株式会社石畑自動車 （二本松市石畑） 

株式会社石畑自動車 

さんのホームページは

こちら！ 

＜取組項目＞ 

○ 学校行事への参加促進 

○ 職場見学・体験の実施 

〇 地域行事への協力・支援 

株式会社石畑自動車は、中古車の販売、車検、点検、一般整備、板金塗

装をする会社です。 

「人と人との繋がり」を企業理念に、人と人、人と地域の繋がりを大切

にして、中学校や高校の職場体験を実施したり、部活動へボールを寄贈し       

たりするなど、積極的に地域の学校を 

支援しています。また、従業員が休 

みを取りやすい職場の雰囲気作りに 

も努めています。 
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企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場

見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などの面から家庭教育を応援いただいております。   

今回は、菅野建設工業株式会社様と株式会社古俣工務店様の取組の様子をまとめた活動報告書を

紹介します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育応援企業の「取組事例」（活動報告）紹介！ 

 

 

■学校行事への参加促進：従業員が休暇を取りやすい職場の雰囲気作りに努めた。 

 →日常的に家族関連の行事については積極的に休みが取れるような雰囲気づくりを心がけている。 

■職場見学・体験の実施：地域の子ども達に、従業員の働く姿を見せたり仕事を体験させたりした。 

 →2022年6月15日 福島県立川俣高校 普通科 会社見学を実施した。 

令和５年８月３０日、本宮市立白沢中学校２年生５名の生徒

を受け入れ、職場体験学習を実施しました。 

午前中、生徒さんは稼働している建築現場と土木現場に分か

れ、工事内容の説明を受け、ミーティングに参加したり、測量作

業などを体験したりして働くことを学びました。 

午後は、「危険体感実施センター」にて日常生活の中で起こり

うる危険体験や VR を使っての疑似体験もしました。また、社

員のための健康増進施設「カンケン 

フィットネス・ジム」も体験しまし 

た。生徒さんからは「とても充実し 

た学習ができました」という感想が 

ありました。今後の生き方や進路選 

択に役立ててほしいです。 

菅野建設工業株式会社（本宮市長屋） 

株式会社古俣工務店（福島市鳥谷野） 

【川俣町立川俣中学校 職場体験学習】 

日 時：令和５年８月２９日～３１日の３日間 

9時～１５時 

体験者：第２学年生徒 ２名 

内 容：８月２９日 工事現場見学 

（中山工業団地造成工事） 

測量体験、パソコンを使用し図面作成 

８月３０日 工事現場見学（松陵中学校建設工事） 

８月３１日 工事現場見学 

（川俣町中央公民館天井・照明工事） 

パソコンを使用し図面作成 

 

 ～ 活動報告書の提出ありがとうございました ～ 
 

（ 土木現場での学習風景  ） （ 施設体験の様子  ） 

（  現 場 内 容 説 明 状 況  ） 

（  現  場  見  学  状  況  ） 

（ 建築現場での学習風景  ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

○ 講師派遣に係る謝礼や旅費は、福島県教育委員会で負担いたします。 

○ 学習会実施を希望する旨を別添申込書によりメールもしくはFAXで下記担当までお知らせくだ

さい。その後、打合せをしながら内容や日時等の詳細を決めていきます。 

〇 「メディアコントロールの在り方について」を中心に各企業の実態に合ったテーマを決めて講師

を紹介いたします。 

 

 

お問い合わせ・お申し込み 

福島県教育庁県北教育事務所 総務社会教育課  担当：佐藤 

TEL：(024)521-2814 FAX：(024)521-2870 

E-mail：satou_hidetaka_01@pref.fukushima.lg.jp 

 
 ￥￥ 
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企業内学習会実施企業を募集しています 

各社の素晴らしい活動の様子を HP や企業通信等で広く紹介し、効果的な取組

等を共有することで家庭教育の充実を目指していきたいと考えています。ぜひ、活

動報告書にてお知らせください。日程を教えていただければ取材にも伺います。 

家庭教育応援企業の取組をお知らせください

企業内学習会実施企業を募集しています 

ネット依存になる前に大人ができること 

～家庭教育支援者地区別研修会 angels-eyes代表 遠藤 美季 氏の講演より～ 

 

１ 子どものネット依存の現状について 

① サイバー空間を居場所にし、生身の人間より仮想空間の方が相談しやすいという子が増えている。 

② ネット利用時間が長い子は、「ネット以外にすることがない」ということが多い。 

③ ネット以外に関心がもてなくなっている。しかし、人とつながるコンテンツの利用が多い。 

④ 年齢制限があることをわからずに利用している。（YouTubeは１３才以上） 

 

２ 家庭での予防について 
                ・子どもの目の前で、ソーシャルゲーム、ながらスマホ 

                     ・常に、または深夜までSNS 
                     ・家族と向き合う時間の減少 
 
  

               
 
・子どものネット利用に関心をもつ（無関心・過干渉はNG） ・ストレスとの付き合い方を教える    

・夫婦で子どものネット利用を見守る            ・スマホ以外に夢中になれること、 

・スマホを見ている時間を意味がないと決めつけない      楽しいことを見つける 

・我が子のタイプを考え、ネット利用を考える          

・ネットに関する知識を学習する                

・問題を子どもと一緒に考えて解決策を出す   
 
子どもがネットに依存しない環境作りや大人がネット利用の手本になることが大切ですね。 

子どものネット利用に関する大人の役割 子どもに伝えたいこと 

  


